







































を有した公卿で、 『花鳥余情』をはじめとする『源氏物語』の注釈書以外にも、 『伊勢物語愚見抄 や『日本書紀纂疏』等の日本古典籍の注釈書に加え、 『四書童子訓』といった中国古典籍の注釈書もあり、さらには『樵談治要』や『東斎随筆』等、多岐にわたる著作を残した人物である。　
さて、兼良は、 『花鳥余情』序文で、その撰述の目的について
次のように明言している。すなわち、 「我国の至宝」たる『源氏物語』 注釈として、 『河海抄』の達成を高く評価したうえで、その余を拾い、過ちを改める、ということである
３
。



















げるまでもない」と述べるのは、そうし 故事や記事が『源氏物語』本文の背景に存することについては既 『河海抄 をはじめとする先行の注釈書が指摘しているからであり、先行の注釈書が指摘する漢籍と 関係に対して異論がある場合には 『花鳥余情』は自説を明確に述べる。　
また『花鳥余情』は、 『河海抄』をはじめそれまでの注釈書が




































































































































































































































































































































































































































































































































からの引用である。 『翰苑遺芳』は、宋・祝穆撰『方輿勝覧』から配偶者を選ぶ際に扇で打ち合うという中国の習俗を紹介し、また宋・趙令畤撰『侯鯖録』から、蘇東坡に対して「内翰昔日の富貴、一場の春夢」と言った老婆を里人が「春夢婆」と呼んだ、という逸話を引く。また『蕉雨余滴』は、 「換扇」が婚約 時に行われるものである、と説く。　
つまり、当時日本では、蘇東坡の詩に関連して、宋の地方志や

























































































その「心」を追究していくと もに、 『源氏物語』を基点として、時代を超えた和漢のことばの世界の広がり、連なりを探究していく。これは、日本の語文が漢語、漢文との深い関わりの中で形成されてきたこと また、 『源氏物語』 いう作品が、そうした和と漢の絡まり合う語文世界 考察する 格好 テキストであり、研究に値する「かきざま」 「つくりざま」を備えた「古典」であったということに起因しよう。兼良 みせるこうした注釈の方法は、日本の「古典学」のあり の重要な一面を伝えるものといえる。　
また本稿では、 『花鳥余情』には宋代以降に成立した新しい時
代の漢籍を用いた注釈が存する をみた。兼良 時代は、遣明使の往来や五山僧の活動 宋学 盛行や多数の漢籍抄 作成等日本の「中国学」が大きく展開していく 期でもあった。なお『花
〔　　〕14



























































































































































































　「自然は人間の想像力の起源であり、自然によって人は夢見る力を与えられることになったのである。したがってそれは文学意識の形成にも関係している。 」 （第 章まとめより）　今日の社会はさまざまな面において、自
然との関係を考え ければならない状況に直面している。そして、日本の文学 その成立から、自然 の関わりと密接な関係を
持っているのである。本書は、古代から江戸末に至るまで 文学と、その自然との関わりを追うことにより、伝統的な日本の自然観を鍛えなおすことを目的とした一冊である。　
神話・物語・和歌・俳諧から仏教書や芸
道書に至るまでの、多岐にわた 分野の作品から例を採り、自然観の基盤、文学意識の形成における自然の影響、各時代のと自然との関わりを丁寧に考察している。それぞれの作品の引用には 著者による明快な現代語訳が付されており、誰が読んでもわかりやすく、興味を抱きやすい内容となっている。（二〇一四年一〇月
　
塙書房
　
新書判
　
二
〇七頁
　
本体一三〇〇円）
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